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 Topics
 第3期みやぎ農業農村整備基本計画を策定しました
 宮城県田んぼダム実証コンソーシアムを設立しました
 田水郷コラム「河川の上に並ぶ小さな家！その正体は？」

宮城県農政部農村振興課

これまで宮城県の農業農村整備に係る広報・広聴は，震災からの復旧・復興に関する情報
発信を中心に行ってきましたが，東日本大震災から１０年が経過し「宮城県震災復興計画」
に基づく復旧・復興事業が一区切りを迎えたことから，本県の農村振興に向けた次のステー
ジにおける広報・広聴が求められています。
そこで，「第３期みやぎ農業農村整備基本計画」のキャッチフレーズである「次代に向け
て 田 水 郷 をつなぐ みやぎの農業・農村」にちなみ『田 水 郷 プロジェクト』として，
農業農村整備に係る各種情報等を幅広く情報発信していくこととしました。
プロジェクト第一弾として，田水郷通信を創刊しましたので，今後，みやぎの農業農村整
備事業や「田」「水」「郷」にまつわる情報とその魅力をたっぷりとお伝えしていきます。
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「強靱な農業・農村」を土台として，「儲ける農業」の実現と「活力ある農村」
の形成を目指し，3つの基本項目に沿って7つの施策を推進。
また，基本項目毎に「重点推進プロジェクト」を設定し，今後5年間において優
先的かつ重点的に取り組みます。

平成23年度から令和2年度を計画期間とす
る第2期みやぎ農業農村整備基本計画が終期
を迎えたことから，新たに第3期みやぎ農業
農村整備基本計画を策定しました。
本計画は，みやぎ食と農の県民条例基本
計画に基づく農業農村整備部門の実施計画
として，農業農村整備推進の指針とするも
のです。

令和3年度から令和12年度までの10年間を
計画期間としています。

基本計画の期間

農業・農村の振興に関する施策の推進方向

第3期みやぎ農業農村整備基本計画について詳しくはコチラ↓
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin/base-plan3.html

（農村振興課ホームページ）

基本計画表紙

第3期みやぎ農業農村整備基本計画を策定しました

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin/base-plan3.html


「宮城県田んぼダム実証コンソーシアム」を設立しました

本県では，近年多発する豪雨災害への対策として，水田の持つ雨水貯留能力
を最大限活用し洪水被害を緩和する「田んぼダム」の取組を推進することとし
ており，今般，取組の拡大に向け，令和3年6月14日に「宮城県田んぼダム実証
コンソーシアム」を設立しました。
設立総会の後に実施した現地研修会では，大崎市千刈江地区の現場において
堰板設置式を開催し，コンソーシアム会長である伊藤大崎市長及び同副会長の
宮川県農政部長により堰板が設置されました。

会員集合写真 堰板設置式の様子

普段は田んぼ，時々ダム。
✓田んぼダムは，地域の洪水被害を軽減する取り組みです。

＜流出抑制イメージ＞

＜左写真：通常の落水桝＞
＜右写真：田んぼダム型＞



田水郷コラム 「河川の上に並ぶ小さな家！その正体は？」

～宮城県農業農村整備関係部所一覧～

県出先機関
大河原地方振興事務所 農業農村整備部 0224-53-3111
仙 台地方振興事務所 農業農村整備部 022-275-9111
北 部地方振興事務所 農業農村整備部 0229-91-0701
北 部地方振興事務所 栗原地域事務所 農業農村整備部

0228-22-2111
東 部地方振興事務所 農業農村整備部 0225-95-1411
東 部地方振興事務所 登米地域事務所 農業農村整備部

0220-22-6111
気仙沼地方振興事務所 農業農村整備部 0226-24-2121 
王城寺原補償工事事務所 022-345-5175

県庁農政部
農山漁村なりわい課 022-211-2657

農山漁村調整班，交流推進班
中山間振興班，６次産業化支援班

農村振興課 022-211-2861
指導班，企画調整班，地域計画班，
技術管理班，広域水利調整班，

農村整備課 022-211-2871
事業経理班，換地・用地班，ほ場整備第一班
ほ場整備第二班，防災対策班，水利施設保全班

問い合わせ先
〒980-8570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

宮城県農政部農村振興課企画調整班
電話：022-211-2863 E-mail：nosonshinp@pref.miyagi.lg.jp

農村振興課HP：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin/

河川を横切って小さな家のような建
物が並んでいるこの光景，見たことあ
りませんか？まるでおとぎ話に登場し
そうな可愛らしい建物ですよね。実は
この建物，食料生産に欠かせない農業
用水を管理する大切な施設なのです。
これは，河川から用水路へ必要な用
水を引き入れるための「頭首工」とい
う施設です。中には「可動堰」と呼ば
れるゲートを開け閉めするための装置
が入っていて，取水時はゲートを閉め
て河川の水位をかさ上げし，洪水時は
ゲートを開けて安全に河川の水を流下
させます。
写真は，栗原市一迫にある伊豆野頭
首工で，迫川上流土地改良区によって
管理されており，2千haをこえる穀倉
地帯である伊豆野地域の農業生産を支
えています。また，頭首工の周辺は伊
豆野せせらぎ公園が整備され，やすら
ぎや憩いの場として地域の人々に親し
まれています。
県内には多くの頭首工があり，“小
さな家”があちらこちらで見られます。
大小様々なタイプがありますので，ぜ
ひお気に入りの頭首工を見つけてみて
ください！
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伊豆野頭首工

伊豆野せせらぎ公園
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